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イスラームの素晴らしさ

1つ目の教訓とは、イスラームはアッラー[image: image1.emf]

が人類へ与えて下さった最高の贈物ということです。イスラームの素晴らしさに感謝するために、私達は預言者[image: image2.png]&)



が人々へイスラームの神託を伝えた時、どれほどの苦しみに耐えなければならなかったかを考慮するべきです。人類の中での預言者[image: image3.png]&)



の高貴な地位を、誰も否定する事ができません。アブー･フライラ[image: image4.png]


は伝えています。預言者[image: image5.png]&)



は言われました。「最後の審判の日、アーダムの子孫の中で、私は最初の者となるでしょう。そして私は最初の仲裁者となり、私の仲裁が最初に受け入れられるでしょう。」(サヒーフ･ムスリム)　アッラー[image: image6.emf]

は彼をアル=イスラーとアル=ミァラージュの旅に招待されました。彼は遠くエルサレムの聖モスクで、全ての預言者達と使徒達[image: image7.png]


の前で、イマーム(先導者)として礼拝を行いました。彼は人類が昇った最も高い場所、シドラト･ル=ムンタハー(第七天を越えた最上界の境界のスィドラの木)へ昇天しました。そこはアッラー[image: image8.emf]

の御前から近いために、大天使ジブリール(ガブリエル)[image: image9.png]


でさえ来る事が許されていません。；14. （誰も越せない）涯にある，スィドラ木の傍で。15. そのそばに終の住まいの楽園がある。；星章(アン･ナジュム)53:14-15　預言者[image: image10.png]&)



はこの高貴な地位に関わらず、マッカでの彼の最初の13年の布教期間に、反対する人々によってひどく迫害されました。

魔術師であり、父から子を引き離し、妻から夫を引き離した者として、彼は不信仰者達に非難されました。アッラー[image: image11.emf]

は仰いました。；33. われはかれらの言葉が，あなたを如何に悲しませるかを知っている。かれらが虚言の徒とするのは，あなたではない。不義者たちは，専らアッラーの印を否定しているだけ。34. あなた以前にも，使徒たちは虚言の徒と呼ばれた。それでわれの救助を得るまで，かれらは拒否と迫害を耐え忍んだ。誰にもアッラーの御言葉を変えることは出来ない。使徒たちに関する一部の消息は，既にあなたに伝えられたのである。；家畜章(アル･アンアーム)6:33-34　
不信仰者達は彼が詩人であるとして非難しました。；30. またかれらは，「只の詩人だ。かれの運勢が逆転するのを待とう」と言う。31. 言ってやるがいい。「待っているがいい。わたしもあなたがたと共に待っていよう。」；山章(アッ･トール)52:30-31　
彼らは預言者[image: image12.png]&)



が、キリスト教やユダヤ教等の以前の宗教から、イスラームをでっち上げたと言いました。；48. あなたはそれ（が下る）以前は，どんな啓典も読まなかった。またあなたの右手でそれを書き写しもしなかった。そうであったから，虚偽に従う者は疑いを抱いたであろう。；蜘蛛章(アル･アンカブート)29:48
彼らは、彼がマッカに住む外国人からイスラームを学んだと非難しました。；103. われは，かれらが，「かれ（ムハンマド）に教えるのは，只の人間である。」と言うのを知っている。だがかれらの頼るものの言葉は，外国語であるが，これは純粋明確なアラビア語である。；蜜蜂章(アン･ナフル)16:103　
；198. われが，もしこれをアラブ以外の誰かに啓示したならば，199. かれがそれを読誦しても，人びとはそれを信じなかったであろう。200. このように，われは罪深い者たちの心の中に，それ（啓示の一部）を入らせた。；詩人たち章(アッ･シュアラーゥ)26:198-200　
不信仰者達は多くの異なった方法で、預言者[image: image13.png]&)



がイスラームへ人々を呼び掛ける事を、邪魔しようとしました。彼らは信じるためではなく、彼を嘲るために、彼に不可能な事をするように頼みました。；90. かれらは言う。「わたしたちのために，あなたが地から泉を涌き出させるまでは，あなたを信じないであろう。91. またはあなたがナツメヤシやブドウの園を所有し，その間を通って豊かに川を流れさすまでは。92. またはあなたが（あり得ると）言明したように，大空を粉ごなにしてわたしたちに落すまで。またアッラーそして天使たちを，（わたしたちの）面前に連れて来るまで。93. またはあなたが，黄金（の装飾）の家を持ち，（梯子を踏んで）天に登るまでは。いや，わたしたちに読める啓典を持って下るまで，あなたの昇天をも信じないであろう。」言ってやるがいい。「主に讃えあれ，わたしは使徒として（遺わされた）一人の人間に過ぎないではないか。」94. 導きがかれらに下された時，人びとの信心を妨げたのは，かれらが，「アッラーは（わたしたちと同じ）一人の人間を，使徒として遺わされたのか。」と言った（こと）に外ならない。95. 言ってやるがいい。「もし地上を悠々と往き来しているのが天使なら，われはきっと一天使を使徒として，天からかれらに遺わしたことであろう。」；夜の旅章(アル･イスラー)17:90-95　；4. かれらは主から如何なる印を齎されても必ずそれから顔を背けてしまう。5. 真理（クルアーン）がかれらの許に来ると，かれらは常にそれを虚偽であるとした。だがかれらの嘲笑する御告げが，間もなく（事実となって）かれらの許に来るであろう。6. われはかれら以前に，次から次に幾世代も滅ぼしたかを，あなたがたは考えないのか。われは地上でかれらを代々安住させ，あなたがたにすらしなかったものを与えた。われは，かれらの上に雲を送り（雨を）注ぎ降らせ，その足許に川を流れさせた。だが凡ての罪のためにかれらを滅ぼし，その跡に外の世代を出現させた。7. 仮令われがあなたに紙上に（書いた）啓典を下し，かれらが自分の手でそれに触れても，不信心な者はきっと，「これは明らかに魔術に過ぎない。」と言う。8. かれらはまた言う。「何故天使が，かれに遺されないのか。」もしわれが天使を遺したならば，事は直ちに決定されて，かれらは猶予されなかったであろう。9. 仮令われがかれ（使徒）を天使としても，必ず人間の姿をさせ，（今）かれらが惑うように，きっと惑わせたであろう。；家畜章(アル･アンアーム)6:4-9　
不信仰者達は贈収賄と脅迫によって預言者[image: image14.png]&)



の道を転換させようとしました。彼らは一方で金銭を申し出、他方でひどい罰で彼を脅しました。彼らは彼の叔父アブー･ターリブのもとへ行って言いました。「もしあなたの甥が、彼に従うように人々を(イスラームに)呼ぶ事によって、富を増やしたいのならば、私達は彼を私達の中で最も裕福な人にする事ができます。もし彼が彼に従うように人々を(イスラームに)呼ぶ事によって高い地位を望むならば、私達は彼を私達の統治者とし、彼の許可なくどの様な決定もしません。そしてもし彼が精霊や悪魔の霊体に取り付かれているのならば、祈祷師を呼ぶためのお金を払い、彼を治療します。」
この方法で、彼らは預言者[image: image15.png]&)



に困難に困難を重ねました。ウルワ･イブン･アッ=ズバイル[image: image16.png]


は伝えています。「私はアブドゥッラー･イブン･アムル･イブン･アル=アースに、多神教徒達がアッラーの御使いにした最悪の事について教えてくれるように頼みました。彼は言いました。『預言者[image: image17.png]&)



がカアバの広場で祈っていた時、ウクバ･イブン･アブー･ムアイトが来て彼を肩で引っつかみ、彼の衣服を首の周りに巻き付け、喉を激しく締め付けました。アブー･バカルが来てウクバの肩を掴み、彼を預言者から遠ざけ言いました。；「あなたがたの主から明証を齎し，『わたしの主はアッラーである。』と言っただけのために，人ひとりを殺そうとするのですか。；ガーフィル章40:28の一部　(サヒーフ･アル=ブハーリー、ハディース6.339)
クライッシュ族の偶像崇拝者達は、預言者[image: image18.png]&)



と教友達をひどく迫害しました。7年目にクライッシュ族は、バニー･ハーシム(ハシム家)の中でムスリム達の数が増えているのを見て、日常生活の脅かしとしてアブー･ターリブの山道に彼らを封鎖し、餓死させようとしました。クライッシュ族は、誰もムスリムと商売や結婚をしないと言う神聖な契約を結び、そして彼らの習慣として、その契約書をカアバ神殿の中に掛けました。当時ムスリム達はとてもひどく迫害されており、不信仰者であったハディージャの甥、ハーキム･イブン･ヒザムでさえ、彼自身の安全を危険にさらすにも関わらず、彼らに同情し食料を持って行き来ました。アブー･ジャハルによって止められた時、彼は駱駝に食糧を乗せ、ムスリムのもとへ引っ張って行っていました。しかしムスリム達に同情していた他のクライッシュの、アブー･アル=ブフタリーがアブー･ジャハルの邪魔をし、ハーキムを通らせました。
クライッシュ族のズハイル･イブン･アブー･ウマイヤ、ヒシャム･イブン･アムルと他の同情していた者達は、彼らの親戚達への迫害と封鎖に付いて論じました。彼らは封鎖を解く事を望みました。彼らはクライッシュが作った契約書を破くために、カアバ神殿へ赴きました。始まりの句である「神(アッラー)の御名において」を除いて全て、シロアリによって食べらたもののみを彼らは見つけました。
預言者[image: image19.png]&)



は、イスラームへ人々を招待しようと、120マイル離れたアッ=ターイフに徒歩で行きました。指導者達は彼を拒否し、民に彼へ投石するように命じました。彼らは預言者[image: image20.png]&)



の足元まで流血するまで彼に投石し、彼は離れるように強制されました。アッ=ターイフでの経験は、預言者[image: image21.png]&)



をとても悲しませ、アッラー[image: image22.emf]

へ祈って言いました。「私の力は弱くなり、人々は私の言葉を聞きません。…」彼の祈りに対する返事として、アッラー[image: image23.emf]

は山々の天使を送られ、天使は言いました。「もしあなたが命じるならば、これらの2つの山々を合わせ、アッ=ターイフの人々を破壊するでしょう。」「いいえ。」と預言者[image: image24.png]&)



は答えました。「なぜなら、私は彼らの子孫の中から『ラー･イラーハ･イッラ･ッラー(アッラー以外に神はなし)』と言う人々が出るように、アッラーに祈りを捧げているからです。」
その屈辱とひどい扱いと迫害にも関わらず、アッラーの御使い[image: image25.png]&)



はイスラームの神託を私達に齎すために忍耐し、人々をアッラー[image: image26.emf]

へ呼び掛ける事から、彼を妨害できるものは何もありませんでした。彼の忍耐と我慢のために、アッラー[image: image27.emf]

は強い御旨の使徒達の中に彼を見なしました。[*1]　；35. あなたは耐え忍ベ。（且つて）使徒たちが，不屈の決意をしたように耐え忍べ。かれら（不信心の者）のために急いではならない。かれらに約束されたこと（懲罰）を見る日，まるで（死から復活までの期間を）一日の中のほんの一時しか過してはいなかったかのように（思うであろう）。（これはアッラーからの）御達しである。滅ぼされるのは，（アッラーの）掟に背く者たちだけである（ということを）。；砂丘章(アル･アハカーフ)46:35　

[*1]　アッラー[image: image28.emf]

によって送られて来た多くの預言者達と使徒達の内、25人の名前が聖クルアーンの中で挙げられています。これらの内の5人のみが強い御旨です。すなわちムハンマド[image: image29.png]&)



、ヌーフ(ノア)、イブラーヒーム(アブラハム)、ムーサー(モーゼ)、イーサー(キリスト)[image: image30.png]


です。
もしイスラームの神託が世界で最も重要な事でないのならば、なぜ預言者[image: image31.png]&)



は人類へこの神託を齎すために、そんなにも多くの苦難と迫害と窮乏を忍耐したのでしょうか？　アッラー[image: image32.emf]

の方針の一つは、成功は簡単には来なく、努力によってのみ齎されると言う事です。これが預言者[image: image33.png]&)



が、不信仰者達からのひどい扱いに面しても、イスラームを広げるために、多くの犠牲を捧げなければならなかった理由です。

教友達もひどい苦難に耐えました。しかし預言者[image: image34.png]&)



が彼らに教えた、アッラー[image: image35.emf]

の唯一性をひるまずに言明しました。クライッシュはビラール[image: image36.png]


を日中の焼け付く砂の上に横たえて、胸の上に重い石を置いて手足も動かせぬ迫害を加えました。しかし彼は、「唯一者、唯一者…！」と言い続けました。暑さと喉の渇きで彼の舌が腫上がって、ついには話す事が出来なくなってさえ、彼は屈しませんでした。彼は人差し指を上げる事によって、「唯一者、唯一者…！」と言明し続けました。
ハッバーブ･イブン･アルト[image: image37.png]


は伝えています。かつて偶像崇拝者達が、彼にイスラームを断念するように強制しようとしました。彼は燻る木炭の山の上を引きずられ、背中からにじみ出る血と脂が、その火力を抑えました。
アムマール･イブン･ヤーシル[image: image38.png]


の両親も惨く殺されました。不信仰者達は、彼の母スマイヤ[image: image39.png]Al



を、子宮に槍を突き刺すことで殺しました。そして次に彼らは彼女の夫を殺しました。この方法で、彼らはアムマール[image: image40.png]


にイスラームを断念するように強制しようとしました。アッラー[image: image41.emf]

は、アムマール[image: image42.png]


と同じ様な状況下の他のムスリム達について、ある節を啓示されました。；106. アッラーを信仰した後，信仰を拒否する者。ただし心に信仰を堅持し，安心大悟している者で強迫された者の場合は別である。不信を表わして満足する者，かれらにはアッラーの激怒が下り，厳しい懲罰があろう。；蜜蜂章(アン･ナフル)16:106
これらの偉大な人々は、この世でアッラー[image: image43.emf]

によって苦難を受けたのであって、アッラー[image: image44.emf]

が彼らについて注意を払われなかったからではなく、アッラー[image: image45.emf]

から人類への偉大な贈物であるイスラームを広げる事を託されていたからです。この迫害に直面しての教友達の信仰の実施が、多くの不信仰者達に、イスラームについて真剣に考えさせました。「彼らがこんなに多くの困難に耐える覚悟をしている動機とは何でしょう?　もしかしたら、結局その中に真実があるのかもしれない。」彼らの犠牲が、私達全てを感化し続けています。
今日の私達ムスリム共同体への教訓は明白です。私達はイスラームの道のために、皆が自身の犠牲をある程度払うようにしなければなりません。私達は教友達の高い状態へは辿り着く事が出来ません。しかし私達は、真摯に最善を尽くそうとするべきです。私達一人一人の全てが、私達の状況に従って、ある程度献身する事ができます。私達は、家族やムスリム兄弟姉妹達に、イスラームを教えるために時間を割く事ができます。私達はムスリム兄弟姉妹達の世話をする事によって、善い模範を与える事が出来ますし、イスラームの言葉を広める事が出来ます。
ムスリム達にとって、預言者[image: image46.png]&)



と彼の教友達[image: image47.png]


が、私達にこの神託を伝える時にした献身を、私達の能力に従って彼らを模倣する事によって、彼らに敬意を表す事は義務です。それゆえ、私達の人生にイスラームを確立し、その価値を認識し、その贈物を楽しみ、その偉大な重要性を理解するように奮闘しましょう。
不幸な事に今日の一部のムスリム達は、父から名のみイスラームを受け継ぎ、それゆえ彼らは、信仰とイスラームの道への服従の素晴らしさを知りません。預言者[image: image48.png]&)



と彼の教友達[image: image49.png]


の偉大なる犠牲献身について彼らが読んだ時に、真のイスラームを彼らの人生に確立するよう感化し、受け継いだ大いなる責任を保つために感化できるよう私達は望みます。もし彼らがこうすれば、現在の残念な状態の私達の共同体は、アッラー[image: image50.emf]

の御力によって、彼が約束されたような成功と勝利の一つへ変えられると私達は確信できます。；11. ……本当にアッラーは，人が自ら変えない限り，決して人びと（の運命）を変えられない。だがアッラーが（一度）人びとに災難を下そうと御望みになれば，それは決して避けることは出来ない。かれらには，かれの外に守護者はないのである。；雷電章(アッ･ラアド)13:11　；53. それは，アッラーがある民に与えられた恩恵は，かれらが自分を（悪く）変えない限り，決してこれを変えないからである。本当にアッラーは全聴にして全知である。；戦利品章(アル･アンファール)8:53
1

